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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年２月期第１四半期 8,747 △2.6 436 △55.4 433 △56.1 169 △67.0

2022年２月期第１四半期 8,977 111.2 977 － 987 － 513 －

（注）包括利益 2023年２月期第１四半期 185百万円 （△75.7％） 2022年２月期第１四半期 763百万円 （－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年２月期第１四半期 9.98 －

2022年２月期第１四半期 30.22 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年２月期第１四半期 42,088 28,520 64.7

2022年２月期 43,170 29,568 65.6

（参考）自己資本 2023年２月期第１四半期 27,243百万円 2022年２月期 28,301百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年２月期 － 0.00 － 70.00 70.00

2023年２月期 －

2023年２月期（予想） 0.00 － 70.00 70.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 45,000 10.6 6,600 9.7 6,600 9.4 3,750 3.8 220.80

１．2023年２月期第１四半期の連結業績（2022年３月１日～2022年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年２月期の連結業績予想（2022年３月１日～2023年２月28日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

（注）当連結グループの売上高は11月前後の七五三の時期に集中することから下半期に偏重しており、上半期の業績予測が極めて困難な状況にあ

ります。したがいまして、第２四半期連結累計期間の業績予想を公表しておりません



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年２月期１Ｑ 17,185,650株 2022年２月期 17,185,650株

②  期末自己株式数 2023年２月期１Ｑ 201,657株 2022年２月期 201,657株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年２月期１Ｑ 16,983,993株 2022年２月期１Ｑ 16,984,004株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の実績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、3月21日をもってまん延防止等重点措置が全面解除され、景

気の持ち直しの動きが見られました。しかしながら、ロシアによるウクライナ侵攻という地政学的リスクに加え、

急激な円安の進行、原材料及び資源価格の高騰などにより、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは主力である写真事業において、新型コロナウイルス感染症防止対策を徹

底した上で、競合他社との差別化強化を図り、お客様に選んでいただけるお店になるための取り組みをおこなって

まいりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は8,747百万円（前年同期比2.6%の減少）、営業利益は436百万

円（前年同期比55.4%の減少）、経常利益は433百万円（前年同期比56.1%の減少）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は169百万円（前年同期比67.0%の減少）となりました。

各セグメントの業績は、次のとおりであります。

（写真事業）

写真事業は、新型コロナウイルス感染症防止対策を徹底した上で、成人式撮影・振袖レンタルサービス『ふり

ホ』のご予約獲得に注力するとともに、入園入学・卒園卒業撮影、並びに、お節句（桃の節句、端午の節句）撮影

を推進いたしました。加えて、４月21日から「早撮り七五三キャンペーン」を開始し、七五三撮影の件数獲得にも

努めました。

国内こども写真館の出店状況は、移転１店舗、退店４店舗をおこない、ショッピングセンター内の区画移動を含

む改装を12店舗実施いたしました。

その結果、当第１四半期連結会計期間末の店舗数は、国内こども写真館466店舗（直営店舗457店・フランチャイ

ズ店舗９店）、韓国の子会社におけるこども写真館２店舗を含め、468店舗となっております。

以上の結果、写真事業の売上高は8,730百万円(前年同期比2.6%の減少)、セグメント利益は495百万円(前年同期

比51.0%の減少)となりました。

（衣装製造卸売事業）

衣装製造卸売事業は、連結子会社の株式会社京都豊匠、及び、その子会社である上海豊匠服飾有限公司におい

て、当社が強力に推し進めている『ふりホ』に関わる衣装・小物の仕入原価低減に注力するとともに、引き続き当

社向け衣装の更なる生産効率の向上によるコスト低減に努めました。

　以上の結果、衣装製造卸売事業の売上高は687百万円(前年同期比56.9%の減少)、セグメント利益は33百万円(前

年同期比86.7%の減少)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①　資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末と比べ1,081百万円減少し42,088百万円となり

ました。

　流動資産は、現金及び預金の減少等により、前連結会計年度末と比べ788百万円減少し22,130百万円となりまし

た。

　固定資産は、建物及び構築物の減少等により、前連結会計年度末と比べ293百万円減少し19,958百万円となりま

した。

②　負債の状況

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ33百万円減少し13,568百万円となりまし

た。

　流動負債は、短期借入金の増加等により、前連結会計年度末と比べ23百万円増加の8,125百万円となりました。

　固定負債は、固定負債「その他」に含まれる長期リース債務の減少等により、前連結会計年度末と比べ56百万円

減少し5,443百万円となりました。

③　純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ1,048百万円減少し28,520百万円とな

りました。

　これは主に、前連結会計年度の剰余金の処分（配当金支払い）等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期連結会計期間までの業績は概ね当初計画どおり推移しており、2022年４月12日に公表いたしました

連結業績予想数値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,165,761 17,487,719

受取手形及び売掛金 844,434 1,106,812

棚卸資産 1,607,333 1,525,243

その他 1,312,754 2,030,117

貸倒引当金 △11,351 △19,352

流動資産合計 22,918,932 22,130,540

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,201,638 7,085,980

その他（純額） 6,133,688 6,057,232

有形固定資産合計 13,335,327 13,143,212

無形固定資産 997,620 946,816

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,192,218 3,177,857

その他 2,951,105 2,915,174

貸倒引当金 △224,712 △224,624

投資その他の資産合計 5,918,611 5,868,406

固定資産合計 20,251,559 19,958,436

資産合計 43,170,491 42,088,976

負債の部

流動負債

買掛金 300,462 293,355

短期借入金 - 1,300,000

未払法人税等 1,484,335 193,870

賞与引当金 205,794 112,258

ポイント引当金 107,260 119,090

その他 6,004,652 6,107,061

流動負債合計 8,102,506 8,125,636

固定負債

退職給付に係る負債 1,203,656 1,221,229

資産除去債務 1,654,160 1,634,210

その他 2,641,876 2,587,874

固定負債合計 5,499,692 5,443,314

負債合計 13,602,199 13,568,950

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,885,950 1,885,950

資本剰余金 2,055,449 2,055,449

利益剰余金 24,215,835 23,151,399

自己株式 △276,464 △276,464

株主資本合計 27,880,770 26,816,334

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 266,180 245,300

為替換算調整勘定 154,772 182,195

その他の包括利益累計額合計 420,952 427,496

非支配株主持分 1,266,569 1,276,195

純資産合計 29,568,292 28,520,026

負債純資産合計 43,170,491 42,088,976
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年５月31日)

売上高 8,977,065 8,747,528

売上原価 6,420,889 6,642,602

売上総利益 2,556,175 2,104,925

販売費及び一般管理費 1,578,655 1,668,467

営業利益 977,519 436,458

営業外収益

受取利息 385 382

受取家賃 5,634 5,647

新型コロナウイルス感染症による助成金収入 - 1,365

受取補償金 18,593 -

雑収入 6,491 9,040

営業外収益合計 31,105 16,435

営業外費用

支払利息 4,908 5,997

店舗解約損 5,078 -

為替差損 10,738 12,277

雑損失 450 694

営業外費用合計 21,175 18,968

経常利益 987,449 433,925

特別損失

固定資産廃棄損 45,436 19,487

減損損失 23,752 54,063

新型コロナウイルス感染症による損失 38,978 -

特別損失合計 108,167 73,551

税金等調整前四半期純利益 879,282 360,373

法人税、住民税及び事業税 381,333 141,594

法人税等調整額 △30,612 39,675

法人税等合計 350,721 181,270

四半期純利益 528,561 179,102

非支配株主に帰属する四半期純利益 15,325 9,652

親会社株主に帰属する四半期純利益 513,236 169,450

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年３月１日

　至　2022年５月31日)

四半期純利益 528,561 179,102

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 207,549 △20,906

為替換算調整勘定 26,933 27,423

その他の包括利益合計 234,483 6,517

四半期包括利益 763,044 185,620

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 747,719 175,994

非支配株主に係る四半期包括利益 15,325 9,625

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

- 7 -

株式会社スタジオアリス(2305) 2023年2月期 第1四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（追加情報）

　当社グループの店舗は感染予防対策を万全にした上で営業をしており、業績に大きな影響は受けておりませ

ん。今後は、業績が例年通りの水準で推移すると仮定し、固定資産の減損、繰延税金資産の回収可能性等の会計

上の見積りを行っております。

　なお、将来における実績値に基づく結果が、これらの見積り及び仮定と異なる可能性があります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、撮影取引の一部について履行義務の充足時点を見直しております。また、従来は付与したポイントの利用に

備えるため、将来利用されると見込まれる額をポイント引当金として計上し、ポイント引当金繰入額を販売費及

び一般管理費として計上しておりましたが、顧客への商品販売に伴い付与するポイントについて、当該ポイント

が重要な権利を顧客に提供する場合、付与したポイントを履行義務として識別し、収益の計上を繰り延べる方法

に変更しております。

　この結果、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及的に適用した場合の累積的影響額を、当第

１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、利益剰余金の当期首残高は45,007千円減少しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示してい

た「ポイント引当金」の一部を、当第1四半期連結会計期間より契約負債として「流動負債」の「その他」に含め

て表示しております。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度につ

いて新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る

顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

　「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

(企業会計基準第10号 2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用しております。

　なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）写真事業 衣装製造卸売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,957,873 19,191 8,977,065 － 8,977,065

セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,403 1,575,166 1,584,569 △1,584,569 －

計 8,967,277 1,594,357 10,561,635 △1,584,569 8,977,065

セグメント利益 1,010,569 256,107 1,266,676 △289,156 977,519

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2021年３月１日　至2021年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△289,156千円には、固定資産の調整額等△233,795千円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△55,360千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「写真事業」セグメントにおいて、店舗の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては23,752千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント 調整額

（注１）

四半期連結損益

計算書計上額

（注２）写真事業 衣装製造卸売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 8,723,117 24,410 8,747,528 - 8,747,528

セグメント間の内部

売上高又は振替高
7,721 662,624 670,345 △670,345 -

計 8,730,838 687,035 9,417,874 △670,345 8,747,528

セグメント利益 495,180 33,987 529,168 △92,709 436,458

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2022年３月１日　至2022年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△92,709千円には、固定資産の調整額等△35,324千円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△57,384千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「写真事業」セグメントにおいて、店舗の減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては54,063千円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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